
会場： 常葉大学静岡草薙キャンパス A棟３階
（〒４２２­８５８１ 静岡市駿河区弥生町６番１号）

【講演会のご案内 (同日開催）】

●お問い合わせ pgcjim@sz.tokoha-u.ac.jp 054-297-6133 (大学院事務室）

申込不要!
参加費無料!

●お問い合わせ pgcjim@sz.tokoha-u.ac.jp 054-297-6133 (大学院事務室）

演題：

講師：

「DXで今後教育がどう変わっていくか」 （仮）

藤原 志保 氏
（文部科学省総合教育政策局 主任教育企画調整官 教育DX推進室長）

時間： １４時５０分～１５時５０分（報告会終了後）

会場： Ａ３０１教室（Ａ棟３階）
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2023年度 課題研究一覧

氏 名 課題研究題目

大池 亜美 中学理科における探究意欲を高める学習過程の提案
ー科学的リテラシーの育成を目指してー

鈴木 大介 情報を批判的に読む力を高めるための国語科授業づくり

鈴木 ひなの 自他尊重の態度を育成するための授業に関する実践研究

鈴木 萌 運動部員(中学生)のセルフコーチング力を高める目標達成シートの活用
ーGROWモデルにもとづいたトライアングル目標シートの効果測定ー

高橋 翔 国語科における発信型の読みの授業提案
ー説明文教材における発信・対話活動を通してー

渥美 広太 教員業務支援員と特別支援教育支援員に視点を当てた業務改善に向けて
ー質的業務改善好循環サイクルモデルをもとにー

石川 佳代 学びの自己調整を促す学習指導の研究
ー学習方略に着目した国語科の実践を通してー

紀藤 岳彦 児童の心理的安全を確保するための教育環境づくりに関する実証的研究

田口 裕子 社会認識を形成する社会科補助教材に関する研究
ー駿東郡清水町における社会科『副読本』作成に向けた検討を通してー

富田 真彰 学校の教育目標と教育活動のつながりをより深めるための方策
ー重点目標の指導をめぐる教員の指導観の形成過程に着目してー

中村 隆太郎 教員の成長実感を高める同僚との関わりについての研究
ー「かがやきメッセージ」のやり取りを通してー

室野 亜美
特別支援学校の若手教員はどのようにして

先輩教員から効果的なモデリングを行っているのか
―パンデューラの「モデリングの4つの過程」を用いた語りの分析を通して―

矢川 友康 小学校教科担任制は教員の授業改善を促進するか
－授業を更新する力に注目して－

※当日の発表順は一覧の通りではありません。


